
様式詳説シリーズ
主治医意見書
・様式よりも重要な点は

・もっとも重要な箇所は？



様式よりも重要なこと
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そもそも、主治医には「答えられる」ことを尋ねるようにする



この欄を活用できている企業は少ない。

産業医からへんてこな手紙をつけるよりは、この欄に業務内容を
しっかり記載することの方が重要



結局、尋ねたいことは、この一点に尽きる

黄色網掛け部分の注釈も重要



たとえば、乗務員に運転制限が必要だと、「職位相当10割の労務
提供」が物理的に不可能



コンプライアンスは法令遵守ではありません。

4−6は、産業医が予備判定したうえで、主治医意見聴取するバー
ジョンもある。
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つまり

「曖昧な言葉で質問すると曖昧な答えしか返ってこな
いが、正確な質問をすると正確な答えが返ってくる。
明確な定義を持つ言葉でコミュニケーションすれば、
その人は自分の言葉に責任を持つようになる」（自動
車会社、元CEOの言葉）

「キャスターという仕事」国谷裕子、岩波新書、p131
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